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つ な ん じ か ん

水　鏡

田植えがようやく終わったころでしょうか

春から夏へ移り変わる季節ですね

水を張った田んぼは空を映します

青空や夕焼け

まるで鏡のように

反転した景色を見ていると

遠くの山が目の前の田んぼに映ります

とても不思議ですね

難しいことは考えず

ただただじっと眺めるのもいいものです



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託していま
す。お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳
しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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大地の芸術祭   
2018
いきいき大好き津南町
6月は食育月間です！
平成30年度水中運動教室
　　新規参加者を募集します！
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大地と芸術が調和する
大地の芸術祭越後妻有

アートトリエンナーレ2018
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5 広報 平成30年６月号

「記憶 - 記録」足滝の人々　霜
しも

鳥
とり

健
けん

二
じ

 作

今
年
も
や
っ
て
く
る
…
！

　

つ
い
に
開
幕
間
近
と
な
っ
た
「
大
地
の
芸
術

祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
は
、

過
疎
高
齢
化
の
進
む
日
本
有
数
の
豪
雪
地
・
越

後
妻
有
（
津
南
町
・
十
日
町
市
）
を
舞
台
に
、

2
0
0
0
年
か
ら
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て

い
る
人
間
の
土
地
と
美
術
の
芸
術
祭
で
す
。

　

今
年
は
、「
大
地
の
芸
術
祭
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
8
」
が
７
月
29

日
㈰
か
ら
９
月
17
日
㈪
の
51
日
間
、
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
広
い
越
後
妻
有
地
域
に
３
７
８
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま

せ
ま
す
。

　

大
地
の
芸
術
祭
に
は
国
内
だ
け
に
限
ら
ず
、

海
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
作
品
や
イ
ベ
ン
ト
を

見
に
訪
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
多
く
の
外
国
人
が
訪

れ
る
の
か
。
そ
れ
は
大
地
の
芸
術
祭
に
44
の
国

と
地
域
の
作
家
が
作
品
制
作
に
参
加
し
て
お

り
、
各
国
の
フ
ァ
ン
が
一
堂
に
集
結
す
る
か
ら

で
す
。

　

田
舎
風
景
に
突
如
現
れ
る
作
品
は
存
在
感

を
残
し
つ
つ
、
自
然
の
な
か
に
溶
け
込
み
、

大
地
と
一
体
と
な
っ
た
作
品
が
新
た
な
夏
を

彩
り
ま
す
。

新
た
な
魅
力
の
発
見　

　

今
回
は
、
２
０
１
５
年
に
開
催
さ
れ
た
大

地
の
芸
術
祭
か
ら
新
た
に
１
０
０
点
を
超
え

る
作
品
が
制
作
さ
れ
ま
す
。
作
家
は
今
年
６

月
か
ら
各
地
で
作
業
を
始
め
、
本
番
に
向
け

て
地
域
の
か
た
と
交
流
し
な
が
ら
、
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
前
回
を
十
分
楽
し
ん

だ
！
と
い
う
か
た
も
、
新
し
い
魅
力
が
発
見

で
き
る
は
ず
で
す
。

　

大
地
の
芸
術
祭
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か

た
も
、
初
め
て
大
地
の
芸
術
祭
に
行
く
か
た
も

存
分
に
楽
し
め
る
よ
う
、
津
南
町
に
新
た
に
で

き
る
作
品
や
お
得
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
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上野集落：中谷ミチコ
マウンテンパーク：
ワン・スースゥン（王思順）

逆巻集落　建　築：香港ハウス（上左）
　　　　　アート：リョン・チーウォー（梁志和）＋サラ・ウォン（黄志恆）（上右）
　　　　　イベント：フロッグ・キング（蛙王・郭孟浩）（下左）
                                 ＊ネット放送：7/28　17：00～翌日 17:00　公演：7/29
                                 香港演芸学院（下右）＊公演：８/４（土）
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2

穴山集落：リン・シュンロン（林舜龍）

上郷クローブ座　アート：ニコラ・ダロ（左）
　　　　　　　　イベント：サンプル（右上）＊公演：8/31（金）、9/1（土）、2（日）
　　　　　　　　　　　　ネオン・ダンス（右下）＊公演：9/15（土）、16（日）

辰ノ口集落：磯辺行久（2018 新作、2015 旧作再現）

美雪町：ダミアン・オルテガ

谷内集落：田口行弘

結東集落：島袋道浩 島袋道浩関連イベント : 青葉市子ライブ
＊公演 ： ８/ 11（土）

広域：キングスレー・ング（伍韶勁）

２０１８年津南町 新規作品MAP
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2018作品鑑賞パスポート

前売価格

一般3,000円 ／ 高・専・大学生2,500円
※7月29日以降は、500円増となります。お早めに！（中学生以下は無料）

町内のパスポート及びイベントチケット
取扱店は、観光協会のほか各拠点施設を
予定しています。

▼パスポートをＧＥＴするとこんな特典あり！
①すべての作品（イベント除く）を鑑賞できる！
②入館料が無料！２回目以降の入館はパスポート提示で半額！
③イベント割引！
④スタンプラリーでスタンプを集めると賞品ＧＥＴ！

も
っ
と
芸
術
祭
を
楽
し
む
た
め
に
…

パ
ス
ポ
ー
ト
を
G
E
T
し
よ
う
！

津南町の
開催イベントは

こちら！

▼場　所
　上郷クローブ座

8/4㈯
18：00～

引っ越し／疊
ディ

韻
プ

論
ワン

イベントNo，E071

2,500円（前売2,000円）価格

▼アーティスト
　香港演芸学院

▼場　所
　上郷クローブ座

自慢の息子

イベントNo，E072

2,500円（前売2,000円）価格

▼アーティスト
　サンプル／松

まつ

井
い

周
しゅう

▼場　所
　上郷クローブ座

パズル・クリーチャー

イベントNo，E073

2,500円（前売2,000円）価格

▼アーティスト
　ネオン・ダンス

8/31㈮、
9/1㈯、9/2㈰

18：00～

9/15㈯
9/16㈰
18：00～

※当日券を購入する際、パスポートを提示する
と 200 円割引となります。
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■  十日町駅西口 10：00 発

■  津南総合案内所 10：30 発

●  アン・ハミルトン
 　 《Air for Everyone》

●  中谷ミチコ《川の向こう、舟を呼ぶ声》

●  ワン・スースゥン《幸福の花》

●  リン・シュンロン《国境を越えて・絆》

●  越後妻有「上郷クローブ座」、
　  香港ハウス

●  津南総合案内所 13：45 着

●  津南駅 13：50 着

■  津南駅 14：20 発

■  津南総合案内所 14：25 発

●  田口行弘 《おくり水》

●  島袋道浩 《石垣田の作品》

●  ダミアン・オルテグ
  　《ワープクラウド》

●  カサグランデ＆リンターラ建築事務所
　  《ポチョムキン》

●  内海昭子
　  《たくさんの失われた窓のために》

●  十日町駅西口 17：35 着

も
っ
と
芸
術
祭
を
楽
し
む
た
め
に
…

バ
ス
ツ
ア
ー
を
利
用
し
よ
う
！

自分だけのオリジナルツアーをつくろう！

※「津南・上郷コース」は十日町駅または津南総合案内所で、「秋山郷・中里コース」は津南駅
または津南総合案内所で乗車できます。それ以外の場所での乗車、途中下車はできません。

※乗車にはセレクトバスツアー乗車券の購入が必要です。
　価格：大人（高校生以上）3,000 円／ 3 歳から中学生まで 2,000 円（小学生未満は大人ひとり

につき 1 名まで無料）／ 2 歳未満無料
※乗車日の 3 日前までにご予約ください（料金は当日乗車時にお支払いください）。残席がある場合

は当日販売を行います。
※そのほかにも十日町地域を巡るコースが 4 コースあります。

※乗車料金は大人／小人 9,800 円（パスポート代は別途）
※予約申し込みは大地の芸術祭公式ＨＰまで。

●お問い合わせは大地の芸術祭実行委員会事務局（TEL757-2637）まで

セレクトバスツアー
　津南駅、十日町駅西口、まつだい駅の３箇所を起点に、作品を巡るツアーを毎日運行し
ます。約半日のコースで、いろいろな作品を楽しむことができます。津南町の作品をまわ
る２コースをご紹介します！

オフィシャルツアー
　初披露となる作品や人気の高い注目作品など、見どころを凝縮したツアーです。特
に遠方から来るかたには、おススメのツアーですので、ご友人・ご親戚などにもご紹
介ください。

津南・上郷コース 秋山郷・中里コース

シャケ川のぼりコース～信濃川・河岸段丘編～
▼ 越後湯沢駅東口　９：30発　→　十日町駅西口　10：20発
　 里山アートどうぶつ園、キナーレ、絵本と木の実の美術館、上郷クローブ座、
　 最後の教室などを巡回！
▼ 十日町駅西口　18：10着予定　→　越後湯沢駅東口　19：15着予定

カモシカぴょんぴょんコース～里山・土木編～
▼ 越後湯沢駅東口　９：30発
　 清津峡渓谷トンネル、サイフォン導水のモニュメント、奴奈川キャンパス、
　 松代商店街などを巡回！
▼ 十日町駅西口　17：50着予定　→　越後湯沢駅東口　18：45着予定

ガイドと昼食も
付いているよ！
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

県
で
は
、飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
を
抑

制
し
、猫
の
殺
処
分
削
減
を
推
進
す
る
た
め
、猫

の
不
妊
去
勢
手
術
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

県
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保

護
し
、県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院
で
不
妊

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、手
術
費
用
を
支
払
っ

た
県
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団
体
。

■
補
助
額

　

１
頭
あ
た
り
、

　
　

オ
ス
：
５
，０
０
０
円

　
　

メ
ス
：
１
０
，０
０
０
円

※
手
術
費
用
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、

手
術
費
用
が
補
助
金
額
と
な
り
ま
す
。

■
期
間

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

※
補
助
額
が
、２
５
０
万
円
に
達
し
た
時
点
で

補
助
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先

　

十
日
町
保
健
所　

衛
生
環
境
課

　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
に
創
作
か
か
し
を
立
て

て
津
南
の
夏
の
風
物
詩
、ひ
ま
わ
り
広
場
を
盛

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
応
募
資
格

　

個
人
・
団
体
・
町
内
外
を
問
わ
ず
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　

７
月
27
日
㈮
～
８
月
19
日
㈰

※
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
開
園
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
５
月
16
日
実
施

住
所

氏
名

正
面
４
区

藤
ノ
木
旬
太
郎（
し
ゅ
ん
た
ろ
う
）

割
野
１
区

涌
井
　
翔
太（
し
ょ
う
た
）

陣
場
下
３
区

瀧
澤
　
美
桜（
み
お
）

大
割
野
６
‐
４

古
澤
　
唯
人（
ゆ
い
と
）

外
丸
１
区

中
澤
　
悠
吏（
ゆ
う
り
）

辰
ノ
口

小
野
塚
　
共
飛（
き
ょ
う
と
）

結
東

渡
邊
　
未
埜（
み
の
）

　

引
き
続
き
家
族
で
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
4

　

７
月
１
日
～
31
日
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」
月
間
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
一

方
で
、
献
血
可
能
人
口
が
減
少
し
、
輸
血
用
血

液
の
不
足
が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期

保
存
の
で
き
な
い
血
液
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
継
続
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
バ
ス　

７
月
17
日
㈫

・
津
南
油
圧

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

平
成
23
年
４
月
１
日
に
採
血
基
準
が
改
正
さ

れ
、
4
0
0
ml
全
血
が
男
性
に
限
り
「
17
歳
」

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
献
血
ル
ー
ム

・
ば
ん
だ
い　

ゆ
と
り
ろ
（
新
潟
市
万
代
）

・
千
秋
（
長
岡
市
千
秋
）

　

県
内
２
か
所
の
献
血
ル
ー
ム
で
は
毎
日
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
特
定

の
成
分
だ
け
を
採
血
す
る
成

分
献
血
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

く
ら
し

募
　
集

相
　
談

健
　
康

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
費
用
補
助

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
大
募
集
！

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、
悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁
護
士
さ

ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時 

７
月
11
日
㈬

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所 

津
南
町
役
場
３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
申
込
締
切　

７
月
６
日
㈮

※
定
員
に
達
し
し
だ
い
締
切

■
お
申
し
込
み
先　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

無
料
法
律
相
談

献
血
に
ご
協
力
を

３
歳
児
健
診
で

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

■
そ
の
他

　

申
請
を
し
て
か
ら
、不
妊
去
勢
手
術
の
実
施

と
な
り
ま
す
。手
術
の
実
施
前
に
、十
日
町
保
健

所
へ
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
保
健
所　

衛
生
環
境
課

　

℡
7
5
7
‐
2
7
0
7

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
4
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友
好
交
流
都
市
・
韓
国
驪
州
市
の
子
ど
も
た

ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

　

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。普
段
の
暮
ら
し
を
そ
の
ま
ま
に
、自
分
た
ち

の
子
ど
も
や
孫
、親
戚
の
子
ど
も
が
遊
び
に
来

た
時
の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
い
。

　

韓
国
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
期
間

　

８
月
４
日
㈯
午
後
～
６
日
㈪
朝
ま
で

※
６
日
は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
韓
国
の
子
ど

も
た
ち
と
で
観
光
を
す
る
予
定
で
す
。（
保
護
者

　

現
在
、就
職
し
て
い
な
い
看
護
職
員（
保
健

師
、助
産
師
、看
護
師
、准
看
護
師
）が
安
心
し

て
再
就
職
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、県

内
各
地
で
再
就
職
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

■
内
容

　

講
義
・
演
習
及
び
施
設
実
習

　

①
基
礎
コ
ー
ス（
３
日
間
ま
た
は
１
日
間
）

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
講
義
・
演
習
形

式
で
学
べ
ま
す
。

　

②
体
験
コ
ー
ス

病
院
等
で
実
際
の
看
護
業
務
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

　

①
基
礎
コ
ー
ス

　
【
３
日
間
】

　
　

８
月
７
日
㈫
～
９
日
㈭

　
　
　

新
潟
県
立
看
護
大
学（
上
越
市
）

　
　

10
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬
・
12
日
㈮

　
　
　

悠
遊
健
康
村
病
院（
長
岡
市
）

　
　

12
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
11
日
㈫

　
　
　

新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー（
新
潟
市
）

　
【
１
日
間
】

　
　

10
月
18
日
㈭

　
　
　

新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー（
新
潟
市
）

　

②
体
験
コ
ー
ス

上
・
中
・
下
越
の
病
院（
23
か
所
）、訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
７
か
所
）、介
護
保
険

施
設
等（
27
か
所
）で
体
験
が
可
能
で
す
。

■
受
講
料　

無
料

　
（
た
だ
し
会
場
ま
で
の
交
通
費
・
昼
食
代
は
各

自
負
担
）

■
主
催　

新
潟
県　

　

事
業
受
託
：
公
益
社
団
法
人

　

新
潟
県
看
護
協
会

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

各
回
開
始
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、直
接
、左

記
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。申
込
用
紙
は
福

祉
保
健
課
に
も
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

　

℡
0
2
5
‐
2
3
3
‐
6
0
1
1

　

Fax
0
2
5
‐
2
6
5
‐
4
1
8
8

の
か
た
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

■
人
数

　

驪
州
市
小
中
学
生
、１
家
庭
１
～
２
名
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

６
月
20
日
㈬
～
７
月
６
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
2

■
賞
金

　

か
か
し
大
賞　

3
0
，０
０
０
円

　

銀　

賞　
　
　

2
0
，０
０
０
円

　

銅　

賞　
　
　

1
0
，０
０
０
円

　

参
加
賞　
　
　
　

5
，０
０
０
円

　
（
出
場
数
に
よ
っ
て
変
動
あ
り
）

■
審
査

　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た

お
客
様
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
き
各
賞
を
決
定

し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

左
記
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。申
込

書
を
お
持
ち
の
場
合
は
、申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

【
驪
州
市
】

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集

看
護
職
員

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

平
成
30
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
土
木
及
び
、
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を

卒
業
し
た
人

⑵
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
１
年
以
上
を

有
す
る
人

⑶
実
務
経
験
２
年
以
上
を
有
す
る
人

■
受
験
講
習

　

講
習
日　

平
成
30
年
９
月
20
日
㈭

　

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

会　

場　

ハ
イ
ブ
長
岡

　

受
講
料　

５
，
０
０
０
円

■
認
定
試
験

　

試
験
日　

平
成
30
年
11
月
18
日
㈰

　

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

 

　
（
受
付
開
始
時
間
午
前
９
時
）

　

会　

場　

西
山
町
い
き
い
き
館

　

受
験
料　

３
，
０
０
０
円

■
受
付

　

受
付
期
間

　

７
月
２
日
㈪
～ 

７
月
20
日
㈮
ま
で

　

受
付
場
所　

建
設
課

　
（
申
込
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

イ
ベ
ン
ト

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
認
定
試
験
及
び

受
験
講
習
会
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■
日
時

　

７
月
24
日
㈫　

午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

■
会
場

　

中
津
川
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

※
雨
天
時
は
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
津
南

■
対
象

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
か
た

■
編
成

　

原
則
と
し
て
集
落
単
位
と
し
ま
す
が
、
近
隣

集
落
で
編
成
も
可
能
で
す
。
１
チ
ー
ム
５
～
７

名
以
内
。

■
参
加
費

　

１
人
３
０
０
円

■
表
彰

　

３
位
ま
で
賞
状
を
授
与
す
る
。

■
申
込
締
切

　

７
月
９
日
㈪

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

第
42
回
健
康
つ
く
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

■
日
時

　

７
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
受
付
開
始

　

午
前
10
時
競
技
開
始
（
正
午
頃
終
了
）

■
集
合

　

津
南
中
等
教
育
学
校　

体
育
館

■
競
技

　

中
津
川
運
動
公
園
陸
上
ト
ラ
ッ
ク

■
対
象

　

小
学
生
未
満
～
一
般
の
か
た
ま
で

■
種
目

距　離

女　子

400ｍ

800ｍ

3000ｍ

男　子

1500ｍ

組　別

小学生未満

小学１・２年

小学３・４年

小学５・６年

一般（高校生除く）

中学生

一般・高校生

■
参
加
費

　

小
学
生
未
満　
　

   

無
料

　

小
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

※
当
日
参
加
は
７
０
０
円

■
申
込
み

　

参
加
費
を
添
え
て
６
月
29
日
㈮
ま
で

■
そ
の
他

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
以
外
は
オ
ー
プ
ン
参
加

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

第
43
回
津
南
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

■
日
時

　

７
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭
ま
で
の
３
日
間

　

※
20
日
は
予
備
日　

午
後
７
時
半
～

■
会
場

　

中
津
川
運
動
公
園
野
球
場

■
対
象

　

町
内
在
住
者
（
町
内
勤
務
者
）
で
15
歳
以
上

の
か
た
（
高
校
生
以
上
）

■
申
込
締
切

　

７
月
６
日
㈮

※
大
会
要
項
、
申
込
み
用
紙
は
総
合
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
チ
ー
ム　

１
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

第
５
回
町
民
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

　

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
消
費
生
活
に
関

す
る
身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
消
費
生
活
に

関
す
る
住
民
へ
の
情
報
提
供
や
地
域
の
茶
の
間

で
の
啓
発
講
座
講
師
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
養
成
講
座
が
柏
崎
市
で
開
講
さ
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
消
費
生
活
に
関
す
る
法
律
や
ト
ラ

ブ
ル
対
処
法
な
ど
を
学
び
、
地
域
に
お
け
る
啓

発
や
見
守
り
な
ど
の
身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

興
味
の
あ
る
か
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
県
民
で
、
原
則
と
し
て
全
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
。

■
日
時

　

８
月
23
日
㈭
、
８
月
30
日
㈭
、
９
月
６
日
㈭
、

　

９
月
13
日
㈭
、
９
月
20
日
㈭
、
９
月
27
日
㈭

　

の
６
日
間
。

　

毎
回
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
会
場　

柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

　
（
柏
崎
市
駅
前
２
丁
目
）

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
締
切　

７
月
31
日
㈫
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ

・
N
P
O
法
人
新
潟
県
消
費
者
協
会

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
８

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

㈶
新
潟
県
下
水
道
公
社　

総
務
課

　

℡
０
２
５
‐
２
７
１
‐
１
１
５
１
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■
日
時

　

７
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
受
付
開
始

　

午
前
10
時
競
技
開
始
（
正
午
頃
終
了
）

■
集
合

　

津
南
中
等
教
育
学
校　

体
育
館

■
競
技

　

中
津
川
運
動
公
園
陸
上
ト
ラ
ッ
ク

■
対
象

　

小
学
生
未
満
～
一
般
の
か
た
ま
で

■
種
目

距　離

女　子

400ｍ

800ｍ

3000ｍ

男　子

1500ｍ

組　別

小学生未満

小学１・２年

小学３・４年

小学５・６年

一般（高校生除く）

中学生

一般・高校生

■
参
加
費

　

小
学
生
未
満　
　

   

無
料

こ
ん
に
ち
は
。
秋
山
郷
地
区
担
当
の
石
田

で
す
。

今
年
か
ら
結
東
石
垣
田
で
田
ん
ぼ
を
お
借
り

し
て
お
米
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

か
た
が
た
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
下
、
自
走
式

の
耕
う
ん
機
で
田
を
起
こ
し
・
代
掻
き
を
し

て
、
手
で
植
え
ま
し
た
。
正
直
と
て
も
し
ん
ど

か
っ
た
で
す
が
、
終
わ
っ
た
後
は
今
ま
で
に
感

じ
た
こ
と
の
な
い
深
い
充
実
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
体
が
と
て
も
鍛
え
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
反
省
す
る
事
も
多

く
、
来
年
は
も
っ
と
効
率
よ
く
や
り
た
い
な
ぁ

と
思
っ
た
り
。
今
年
の
秋
の
収
穫
ま
で
勉
強
し

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
！
苗
を
作
っ
て
い
た
だ
い

た
り
、
農
機
具
を
貰
っ
た
り
貸
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
情
報
を
２
つ
。

今
年
は
大
地
の
芸
術
祭
の
本
祭
（
７
月
29
日

～
９
月
17
日
）
と
い
う
こ
と
で
、
結
東
石
垣
田

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
島
袋
道
浩
（
し
ま
ぶ
く
み

ち
ひ
ろ
）
さ
ん
に
よ
る
作
品
が
展
開
さ
れ
る
予

定
で
す
。
島
袋
さ
ん
は
休
耕
田
が
増
え
て
し

ま
っ
た
結
東
石
垣
田
の
現
状
を
た
く
さ
ん
の
か

た
が
た
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら

新
し
い
何
か
が
始
ま
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
、
こ
こ
で
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
島
袋
さ
ん
、
大
地
の
芸
術
祭

の
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
、
結

東
集
落
の
か
た
が
た
で
作
品
制
作
の
真
っ
最
中

で
す
。
今
回
、
結
東
石
垣
田
を
含
め
、
秋
山
郷

に
３
つ
の
作
品
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
に
秋
山
郷
に
遊
び
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

８
月
11
日
㈯
、
島
袋
道
浩
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
る
青
葉
市
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
結
東
石

垣
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。（
16
時
開
場
・
16
時

30
分
開
演
予
定
）
な
ん
と
あ
の
石
垣
田
の
真
ん

中
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
の
で
す
。
夏
の
夕
日
と
田

ん
ぼ
の
中
で
の
ラ
イ
ブ
、
素
敵
な
景
色
が
広
が

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
。
津
南
で
は
ラ

イ
ブ
を
見
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん

の
か
た
が
た
に
見
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
要
予
約
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
予
約
は
開
始
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
、
大
地
の
芸
術
祭
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
で
日
々
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

追
記 

：『
け
っ
と
の
ほ
か
げ
』、
今
年
も
無
事

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
ッ
プ
設

置
・
キ
ャ
ン
ド
ル
点
火
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
、
遊
び
に
来
て
い
た

だ
い
た
か
た
が
た
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
も
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
年
６
月
を
お
楽

し
み
に
。 

　
（
秋
山
郷
地
区
：
石
田
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

津南町防災メールに
登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、火災・道路・
クマの目撃情報等をメールにて配信 !

■登録方法
QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード
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 この地域が川と共に生きるために
— 5月17日　中津川運動公園 —

 津南高校同窓会が町へ寄付
— 5月23日　町長室 —

 津南に響き渡る太鼓！鼓童講演
— 6月8日　津南町文化センター —

 狭山市田植え体験
— 6月2日　相吉 —

　埼玉県狭山市から約 40 名（15 組）が田植え体験に津南
町へ訪れました。この体験は津南町農業委員会が行ってい
る事業のひとつで、秋には稲刈り体験を実施します。参加
者は毎年参加してくれるリピーターに加え、新たに参加す
る家族などさまざま。田んぼに足を入れる瞬間は少し抵抗
を感じる人もいますが、徐々に慣れ、黙々と田植えに没頭！
　今回植えた苗の管理は農業委員会が行います。秋の稲刈
り体験で収穫されたお米は狭山市農業祭で参加者へ配られ
る予定です。

↑一つひとつの音が乱れることなく一体となった演奏がつづく

　平成 26 年以来 3 年ぶりの津南町主幹開催となった水防
訓練。これから梅雨や台風による水害の恐れがある時期に
津南町・十日町市の各地区消防団が水害時に備えた訓練を
行いました。今後は津南町主幹開催が 3 年に 1 度となる予
定です。

　津南高校同窓会は上村町長の任期満了をもって解散する
ことを昨年決定しました。津南高校を卒業した人の出身地
である津南町、十日町市、栄村に加え津南中等教育学校へ
同窓会から 370 万円を寄付。草津会長は「各地域の教育活
動に役立ててほしい」と思いを伝えました。

↑土のう積み工法を行う津南町消防団員

↑同窓会長の草津氏（中央）から各団体へ寄付

↑集中して一束の苗を植えます

　新潟県佐渡市に拠点を置く太鼓芸能集団「鼓童」。3 年ぶ
り 2 回目の講演が文化センターで行われ、当日は 300 人
以上の来場者で会場を埋め尽くしました。
　太鼓だけでなく、仏具も楽器として取り入れ、コミカル
な動きで会場のひとを楽しませました。しかし、やはり太
鼓がドドンッ！と鳴り、バチを大きく振り上げて叩く姿は
迫力満点！瞬きを忘れてしまうほど、鼓童の世界へ引き込
まれる演奏でした。
　来場した人の中から数名を選び、太鼓演奏を体験を実施。
大人から子どもまで太鼓の楽しさを知る講演となりました。
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 新茶の季節到来！本物のお茶の味を堪能
— 5月20日　埼玉県狭山市（宮野園） —

　友好交流都市の狭山市
で行っている茶摘み体験
が今年も晴天のなか行わ
れました。前回に引き続
き参加しているかたや初
めて参加するかたなど約
20 名の町民が狭山市の
宮野園へ。
　まずは本来のお茶の味
を知ってもらおうと専用
容器で淹れたお茶を堪能。
その後、茶娘の衣装を着
て茶摘みを行ったり、採
れたての新芽を天ぷらに
して食べたりと、飲んで
よし！採ってよし！食べ
てよし！な茶摘み体験と
なりました。

↑新茶の摘みかたを教わる

↑茶葉へお水をそそぐと味わったことのないお茶の味に一同驚愕

↑まるで職人のような速さで茶葉を摘む参加者

さやま大茶会速報
　茶摘み体験のあとはさやま大茶会を開
催します！

開催日時は…11月中旬予定!
　大茶会とは、野外のいたるところで茶
会を開き、来場者に狭山市の抹茶や玉露
がもてなされます。
　その他にも、狭山茶の販売や和菓子の
販売、手揉み茶の実演などを開催する予
定です。正式に決まりしだい、改めてお
知らせします。



いきいき
大好き
津南町
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■ 

食
育
っ
て
何
？

　

食
育
基
本
法
で
は
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・

徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の

で
す
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す

る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

■
「
食
育
の
日
」
を

　

  　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

食
育
の
「
い
く
」
に
合
わ
せ
、
毎
月
19
日
を

「
食
育
（
い
く
）
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
津
南
町
に
お
い
て
平
成
28
年
度
実

施
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

「
食
育
の
日
」
を
知
っ
て
い
る
人
は
５
割
と
低

く
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
保
育
園
・
学
校
・
飲
食
店
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
普

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、
食
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
人
を
育
て
る
食
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
月
は

「
食
育
月
間
」で
す
！

及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

　

平
成
28
年
度
実
施
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
て
い
る
人
の
割
合
は
全
体
で
６
割

で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
度
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
比
べ
る
と
１
割
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
世
代
は
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
し
て
い
る
人
が
少
な
く
、
特
に
20

歳
で
は
２
割
の
人
し
か
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

偏
っ
た
食
事
で
は
体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
素
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ず
、
高
血
圧
・

肥
満
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
そ
の
他

の
病
気
に
も
繋
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
食
の
食
卓
に
３
皿
（
主
食
・
主

菜
・
副
菜
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
普

及
「
３
皿
運
動
（
ミ
サ
ラ
ウ
ン
ド
ウ
）」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
食
の
食
卓
に
主
食
・
主

菜
・
副
菜
の
食
品
を
そ
ろ
え
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
主
食
…
ご
飯
、
パ
ン
、
め
ん
類
な
ど
の
炭
水

化
物
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
な

る
も
の
で
す
。

○
主
菜
…
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製

品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
で
か
ら

だ
を
作
る
元
に
な
る
も
の
で
す
。

○
副
菜
…
野
菜
、
海
藻
類
な
ど
の

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
て
、
か
ら
だ
の
調
子
を

整
え
ま
す
。

■ 

朝
ご
は
ん
を

　

 　
　
　

食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
28
年
度
実
施
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
人
の
割

合
は
７
割
と
い
う
結
果
で
し
た
。
特
に
、
若
い

世
代
で
は
朝
食
を
食
べ
て
い
る
人
が
少
な
く
、

20
歳
の
欠
食
率
は
、
４
割
と
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

朝
食
の
欠
食
や
単
品
の
朝
食
で
は
、
体
温

が
上
が
ら
ず
、
か
ら
だ
が
目
覚
め
ま
せ
ん
。

「
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
」「
元
気
が
出
な
い
」「
遊

び
や
勉
強
・
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
」「
イ
ラ

イ
ラ
す
る
」「
気
分
が
悪
く
な
る
」「
便
秘
に
な

る
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
出
て
き
ま
す
。

忙
し
い
朝
で
す
が
、
家
族
み
ん
な
で
朝
食
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

■ 

津
南
町
食
育
推
進
計
画

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
実
施
の
「
健
康
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
食
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
育

ネ
ッ
ト
つ
な
ん
保
護
者
部
会
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
参
考
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
津
南
町

食
育
推
進
計
画
（
津
南
町
保
健
医
療
福
祉
計
画

と
一
体
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
い
、
そ
の
取
り
組
み
が
個
人
か
ら
始
ま
り
、

家
族
、
学
校
、
地
域
へ
と
広
が
っ
て
い
け
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
食
育
を
す
す
め
、
丈
夫
な
体
を
作

り
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り

が
「
元
気
」
で
「
笑
顔
の
あ
る
」「
輝
い
て
い

る
町
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

福祉保健課
桑原世奈（栄養士）
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平
成
29
年
度
教
室
開
始
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
次
の
よ
う
な
声
が
あ
り
、
参
加
者
の
生
活
の

質
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
！

　
「
毎
回
楽
し
く
参
加
し
て
い
る
」

　
「
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
」

　
「
友
達
が
増
え
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
」

　
「
生
活
の
張
り
に
な
っ
て
い
る
」

　

水
中
運
動
教
室
で
は
、
１
ク
ラ
ス
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
（
指
導
者
）
１
名
と
、
ア
シ
ス
タ

ン
ト
（
見
守
り
や
誘
導
等
）
３
名
が
入
り
、
参

加
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

初
め
て
で
不
安
が
あ
る
か
た
も
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
60
歳
以
上(

平
成
31
年
３
月
31
日
現
在)

・
着
替
え
や
移
動
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
が
自

分
で
で
き
る
か
た

◆
実
施
内
容
等

・
内　

容

   

水
中
運
動
・
健
骨
体
操
（
各
班
週
一
回
）

・
実
施
期
間　

平
成
30
年
９
月
～
31
年
７
月

・
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

・
送　

迎　

希
望
者
は
送
迎
あ
り

・
参
加
費　

１
万
８
千
円

※
教
室
外
で
の
プ
ー
ル
利
用
料
割
引
あ
り

◆
申
込
方
法

　

７
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

平
成
30
年
度 

「
水
中
運
動
教
室
」

新
規
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

水中運動の３つの効果
　

津
南
町
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、
生
涯
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
楽
し
め
る
体
づ

く
り
を
目
標
に
、
平
成
13
年
度
よ
り
水
中
運
動
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
浮
力
に
よ
り
足
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
で
き
、
元
気
な
か
た
だ
け
で
な
く
足
腰
に
痛
み

の
あ
る
か
た
に
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
教
室
で
す
。

　

い
き
い
き
と
元
気
に
生
涯
を
過
ご
す
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

その１ 「関節痛（腰痛・膝痛・肩痛）軽減」効果
　平成 24年度に専門家の協力を得て実施した事業評価では、水中
運動受講者と非受講者へのアンケート調査結果から分析し、受講者
では「関節痛（腰痛・膝痛・肩痛）の軽減」について効果があった
ことが明らかになりました。健骨体操との組み合わせで効果が高い
こともわかっています。

その２ 「寝たきり予防」効果
　平成 17年に実施した事業評価では、介護保険サービス（施設入
所やデイサービス等）の利用状況から、水中運動教室利用者と非利
用者では水中運動教室利用者の方が「介護保険サービスの利用が少
ない」ことがわかり、「寝たきり予防」に効果があることが明らか
になっています。

その３ 「認知症予防」効果
　教室で実施している「健骨体操」では白

はっきん

筋（日常生活動作に必要
な筋肉）を鍛える運動のほかに、「脳を刺激する体操」も実施して
います。脳刺激体操は、手や足の動きを複雑に組み合わせた運動を
行うことで脳を活性化させます。脳が刺激されると脳の血流が良く
なり、認知機能の低下を予防します。

今
年
で
18
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
！

元気印のインストラクター４名です☆皆さんの参加をお待ちしています！ 参
加
者
の
声

初
め
て
で
も
大
丈
夫
！

ス
タ
ッ
フ
が
優
し
く

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

平
成
30
年
度

「
水
中
運
動
教
室
」

申
込
み
に
つ
い
て

今月は
大平裕加里

保健師



6月の新着図書（HPでも検索できます）
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弥生 ― M a r c h ―

今泉忠明／著　高橋書店

ざんねんないきもの事典

　

６
月
も
後
半
に
差
し
掛
か
り
、梅
雨
が

明
け
れ
ば
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
が
訪
れ

ま
す
ね
。７
月
に
入
れ
ば
大
地
の
芸
術
祭
、

ひ
ま
わ
り
広
場
、津
南
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り
沢
山
で
す
。夏
休
み
の
思
い
出

づ
く
り
に
、ぜ
ひ
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

と
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、生
憎
の
雨
と
な
っ
た
日
に
は

ゆ
っ
く
り
お
家
で
読
書
を
す
る
の
も
お
す

す
め
で
す
。

　

公
民
館
図
書
室
に
は『
返
却
本
コ
ー

ナ
ー
』と
い
う
棚
が
あ
り
、み
な
さ
ん
が
読

ん
だ
本
を
一
時
的
に
置
い
て
い
ま
す
。た

ま
に
は
気
分
を
変
え
て
、い
つ
も
と
違
う

本
を
探
し
て
み
る
と
意
外
な
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
・
・
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
・
・
・

　

５
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

○
一
般
小
説 

『
刑
事
の
怒
り
』 

薬
丸 

岳
／
著

『
豆
腐
の
角
に
頭
ぶ
つ
け
て
死
ん
で
し
ま

え
事
件
』 

倉
知 

淳
／
著

『
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女
』 

東
野 

圭
吾
／
著

『
テ
ュ
ポ
ー
ン
の
楽
園
』 

梅
原 

克
文
／
著

『
双
生
児
』 

折
原 

一
／
著

 

○
一
般
書 

『
レ
シ
ピ
を
見
な
い
で
作
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
ょ
う
』

『
35
億
年
の
ス
ー
パ
ー
絵
巻
』

『
人
生
は
も
っ
と
ニ
ャ
ン
と
か
な
る
！
』

『
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
い
い
の
？
』

『
宝
く
じ
で
１
億
円
当
た
っ
た
人
の
末
路
』

○ 

児
童
書 

『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
に
ん
じ
ゃ
大
作
戦
』

『
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド
生
物
の
源
・

海
の
不
思
議
』

『
こ
び
と
大
図
鑑
』

−滝沢　礼子さんから

　

何
げ
な
く
立
寄
っ
た
書
店
の
一
角
に

は
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
も
現
役
で
活

躍
し
て
い
る
か
た
の
著
書
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
冊
が
こ
の
本
で

す
。
１
０
５
才
の
日
野
原
医
師
が
、
ど

う
老
い
と
向
き
合
っ
て
生
き
る
か
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
寿
命
は
男
女
と
も
に
90
才
に

届
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
周

囲
に
も
年
を
重
ね
て
、
仕
事
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
、
趣
味
に
生
き
生
き
と
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
か
た
が
多
勢
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
だ

け
の
私
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
今
日
が

い
ち
ば
ん
新
し
い
日
」
と
い
う
表
題
に
ひ

か
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
本
に
は
私
を
勇
気
づ
け
る
言
葉
が

多
数
書
か
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
自
分
の
中
に
ま
だ
眠
っ
て
い
る
未
知

数
の
よ
き
も
の
」

紹介する本

村
む ら

山
や ま

　洋
よ う

子
こ

さん （上段）

『
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド
宇
宙
の
不

思
議
』

『
名
探
偵
コ
ナ
ン
理
科
フ
ァ
イ
ル
太
陽
と

月
の
秘
密
』

 

○
絵
本 

『
ご
く
ら
く
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』

『
き
え
た
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』

『
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
い
た
だ
き
ま
す
』

『
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
』

『
も
も
ん
ち
ゃ
ん
あ
ー
ん
』

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　

  

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

６
月
25
日
㈪
、７
月
30
日
㈪

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
な
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書

室　

w
ebopac

」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

日野原　重明　著
出版社　ＰＨＰ研究所

いくつになっても、今日がいちばん新しい日

　進化の過程で様々な能力を持った生き物たちの中でも、
どこか「ざんねん」な生き物 122 種類を紹介した本。
　昨年のベストセラー総合ランキング第２位に選ばれてい
て、大人から子どもまで楽しめます。

【大人の本】
●『カットバック』 …………… 今野 敏／著　毎日新聞出版
●『あやかし草紙』  … 宮部 みゆき／著　KADOKAWA
●『にゃん！鈴江藩江戸屋敷見聞帳』
　………………………………………………… あさの あつこ／著　白泉社
●『幕末・明治偉人たちの「定年後」』
　……………………………………………………… 河合 敦／著　WAVE出版
●『家づくりを楽しむ教科書』 ………………エクスナレッジ

【子どもの本】 
●『ききいっぱつねこざかな』
　……………………… わたなべ ゆういち／作　フレーベル館
●『ノラネコぐんだんと海の果ての怪物』
　……………………………………………………… 工藤 ノリコ／著　白泉社
●『おしりたんてい あやうしたんていじむしょ』
　………………………………………………………………トロル／作　ポプラ社
●『怪談オウガマドキ学園　19 ～ 25』
　………………………………………………… 常光 徹／責任編集　童心社

広報ライブラリー
今月の１冊

６月 −水
み

無
な

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

　

人
は
60
才
く
ら
い
ま
で
に
脳
の
半
分
も

使
っ
て
い
な
い
ゆ
え
未
開
拓
の
部
分
が
広

大
に
残
さ
れ
て
お
り
、
誰
の
中
に
も
ま
だ

未
知
数
の
良
き
も
の
が
眠
っ
て
い
る
。
人

生
の
午
後
の
老
年
こ
そ
、
長
く
休
眠
状
態

を
続
け
た
ま
だ
手
つ
か
ず
の
脳
の
部
分
を

目
覚
め
さ
せ
る
い
い
機
会
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
人
は
い
つ
か
ら
で
も
は
じ
め
ら
れ
る
」

　

日
野
原
医
師
は
「
老
い
を
創
め
る
」
と

い
う
言
葉
を
つ
く
り
出
し
て
好
ん
で
使
わ

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
る
事
を
し
な
く
な
る

こ
と
か
ら
「
老
い
」
が
始
ま
り
「
は
じ
め

る
」
た
め
に
今
ま
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ

る
な
ら
、
老
年
は
実
に
楽
し
い
の
だ
と
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　

も
う
年
だ
か
ら
私
に
は
無
理
と
、
何
か

と
逃
げ
ご
し
の
私
に
と
っ
て
希
望
の
言
葉

で
す
。

　

年
を
重
ね
る
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
増
し
て

き
ま
す
が
、
自
分
の
身
体
を
大
切
に
扱
い
、

傷
ん
だ
箇
所
に
気
を
つ
か
い
、
と
き
ど
き

は
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
上
手
に
生
活

す
れ
ば
、
私
達
は
そ
れ
を
十
分
に
補
う
事

が
で
き
る
の
だ
と
示
し
て
く
れ
ま
す
。

　

自
分
の
老
い
に
落
胆
し
て
い
る
時
、
少

し
で
も
思
い
出
し
て
、
有
限
の
生
涯
を
楽

し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
吉
野
利
代
子
さ
ん（
十
二
ノ
木
）

を
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
二に

本ほ
ん

の
ロ
ウ
ソ
ク
を

　
　
小ち
い

さ
な
口く
ち

に
吹ふ

き
消け

し
祝い
わ

う	

江
村
大
輔

手て

を
合あ

わ
せ
遅お
そ

く
な
り
し
を
地じ

蔵ぞ
う

に
わ
び

　
　
雪ゆ
き

で
破や
ぶ

れ
た
前ま
え

掛か

け
外は
ず

す	

石
橋
寿
子

尾お

瀬ぜ

が
原は
ら

に
群む

れ
咲さ

く
白し
ろ

き
ワ
タ
ス
ゲ
の

　
　
風か
ぜ

に
吹ふ

か
れ
て
飛と

び
立た

つ
ご
と
し	

津
端
恵
子

田た

に
低ひ
く

く
飛と

び
か
う
燕つ
ば
め

の
背せ

に
向む

か
い

　
　
ひ
と
す
じ
太ふ
と

く
雨あ
め

の
降ふ

り
初そ

む	

貝
澤
圭
子

大お
お

き
め
の
学が
く

生せ
い

服ふ
く

に
身み

を
包つ
つ

む

　
　
ま
だ
あ
ど
け
な
き
中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

汝な

は	
恩
田
久
美
子

渋じ
ゅ
う

滞た
い

に
一い
っ

寸す
ん

刻き
ざ

み
の
車し
ゃ

中ち
ゅ
う

に
お
り

　
　
母は
は

の
手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

の
時じ

間か
ん

過す

ぎ
た
り(

平
成
三
十
年
一
月
十
二
日
新
潟
ガ
ン
セ
ン
タ
ー)

	

丸
山
直
子

傍か
た
わ

ら
の
石い
し

に
腰こ
し

か
け
佳よ

き
にに

ほお

ひい

　
　
す
る
花は
な

び
ら
の
会か
い

話わ

楽た
の

し
む	

小
野
寺
恒
代

山や
ま

深ふ
か

き
畦あ
ぜ

に
咲さ

き
た
る
か
た
く
り
の

　
　
う
つ
む
く
花は
な

の
紫む
ら
さ
き

に
触ふ

る	

高
橋
春
枝

近ち
か

頃ご
ろ

の
テ
レ
ビ
新し
ん

聞ぶ
ん

の
外が
い

来ら
い

語ご

　
　
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

な
れ
ば
戸と

惑ま
ど

ひい

多お
お

し	

内
山
キ
ク

井い

戸ど

水み
ず

の
規き

則そ
く

正た
だ

し
く
ホ
ー
ス
よ
り

　
　
落お

つ
る
音お
と

聞き

き
心こ
こ
ろ

安や
す

ら
ぐ	

麻
績
初
恵

年ね
ん

賀が

状じ
ょ
う

は
今こ
ん

回か
い

限か
ぎ

り
と
の
友と
も

多お
お

し

　
　
八は
ち

十じ
っ

歳さ
い

を
超こ

え
し
頃こ
ろ

よ
り	

滝
沢
勝
枝

春は
る

陽ひ

当あ

た
る
庭に
わ

先さ
き

に
二に

羽わ

の
雀す
ず
め

が

　	

散さ
ん

歩ぽ

す
る
ご
と
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
と
跳と

ぶ	

風
巻
京
子

古ふ
る

き
家い
え

の
三さ
ん

十じ
ゅ
う

畳じ
ょ
う

を
吹ふ

き
抜ぬ

け
る

　
　
豊ゆ
た

か
な
風か
ぜ

に
生い

か
さ
れ
て
をお

り	

鈴
木
綾
子

良り
ょ
う

寛か
ん

の
「
愚ぐ

」
を
か
ん
が
へえ

て
三み
と
せ年

過す

ぐ

賢さ
か

し
く
生い

き
む
わ
れ
に
あ
ら
ね
ど	

萩
原
光
之

長
生
学
園

雨あ
め

上あ

が
り
猫ね
こ

の
横よ
こ

切ぎ

る
姿す
が
た

あ
り

　
　
点て
ん

点て
ん

点て
ん

と
足あ
し

跡あ
と

残の
こ

る	

富
沢
キ
ミ

黒く
ろ

雲く
も

の
広ひ
ろ

が
り
き
た
る
夕ゆ
う

風か
ぜ

に

　
　
し
ゃ
く
や
く
の
花は
な

重お
も

た
く
揺ゆ

る
る	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

野の

に
呼よ

ば
れ
す
べ
き
事こ
と

捨す

て
春は
る

日ひ

中な
か	

緑
　

あ
た
た
か
や
少し
ょ
う

女じ
ょ

の
囲か
こ

む
乳う

母ば

車ぐ
る
ま	

房
　
良

佳よ

き
こ
と
の
あ
る
客き
ゃ
く

の
来き

て
桐き
り

の
花は
な	

貞
　

初は
つ

音ね

聞き

き
し
こ
と
も
記し
る

し
て
農の
う

日に
っ

記き	

芳
　
司

傘さ
ん

寿じ
ゅ

な
ほ
植う
え

田た

の
水み
ず

を
見み

て
回ま
わ

り	

東
　
川

雨あ
め

上あ

が
り
さ
ら
に
膨ふ
く

ら
む
春は
る

の
山や
ま	

壽
　
子

薇ぜ
ん
ま
い

の
莚む
し
ろ

広ひ
ろ

げ
て
山や
ま

家が

か
な	

れ
い
子

黒く
ろ

光び
か

り
し
て
薇ぜ
ん
ま
い

の
干ほ

し
上あ
が

る	

千
年
雄

匂に
お

ひ
た
つ
花は
な

の
梅ば
い

林り
ん

老お
い

二ふ
た
り人	

美
　
恵

四し

月が
つ

馬ば

鹿か

生い

き
て
い
る
ぞ
と
顔か
お

を
見み

せ	

冬
詩
子

窓ま
ど

開あ

け
て
鼻び

孔こ
う

ふ
く
ら
む
若わ
か

葉ば

風か
ぜ	

妙
　

肩か
た

痛い
た

し
鍬く
わ

を
投な

げ
出だ

す
薄は
く

暑し
ょ

か
な	

渡
　
舟
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名　称　 相談日 相談時間 電話番号

津南病院 毎月第二火曜 14:00 ～ 18:00 765 ‐ 3161

みさと苑 365 日 8:30 ～ 17:30 765 ‐ 3400

在宅介護支援センター（恵福園） 365 日 8:30 ～ 17:30 765 ‐ 4858

グループホームいなほ 365 日 随　時 765 ‐ 4779

グループホームひまわり 365 日 8:30 ～ 17:30 765 ‐ 5330

グループホームゆうゆ 365 日 8:30 ～ 17:30 765 ‐ 3557

恵福園なかつ 365 日 8:30 ～ 17:00 765 ‐ 5800

恵福園ほくぶ 365 日 8:30 ～ 17:30 765 ‐ 5361

スマイルホームこたね 365 日 8:30 ～ 17:30 761 ‐ 6700

スマイルハウスつなん 365 日 8:30 ～ 17:30 765 ‐ 5322

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

　

津
南
町
に
は
福
祉
保
健
課
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
も
、
３
６
５
日
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
物
忘
れ
が
心
配
だ
」「
物
忘
れ
を
人

か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
」
な
ど
の
ご

自
身
の
こ
と
、「
な
べ
を
よ
く
焦
が
す
」「
い
つ

も
同
じ
こ
と
を
聞
く
」
と
い
っ
た
ご
家
族
の
こ

と
・
・
・
。
こ
れ
っ
て
認
知
症
な
の
？
と
心
配

に
な
る
け
れ
ど
自
分
で
は
判
断
で
き
な
い
。
そ

ん
な
風
に
思
っ
て
い
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
初
期
ほ
ど
診
断
が
難
し
く
、
専
門

医
の
判
断
を
要
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
専
門
医

の
紹
介
や
簡
単
な
見
立
て
な
ど
を
相
談
す
る
こ

と
で
、
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
早
期

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
認
知
症
状
が
原
因
と
な
っ
て
起
き
る

徘
徊
な
ど
の
困
っ
た
行
動
へ
の
対
応
な
ど
も
、

相
談
を
す
る
こ
と
で
困
り
ご
と
の
整
理
や
対
応

の
仕
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

津
南
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
認
知
症
の

　

今
年
度
の
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、映
画「
ケ

ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
」
の
上
映
会

を
行
い
ま
す
。

　

物
語
の
中
の
認
知
症
の
女
性
と
新
人
介
護
士

の
物
語
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、

私
た
ち
が
地
域
の
一
員
と
し
て
認
知
症
の
か
た

の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
と

考
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
施
設
で
働
い
て
い
る
か
た
に
も

参
考
に
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
の
介
護
施
設
か
ら
施
設
と
地
域

の
つ
な
が
り
や
地
域
へ
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

困
難
事
例
を
中
心
に
チ
ー
ム
支
援
も
始
め
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
今
後
配
布
予
定
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
チ
ラ
シ
や
、
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
津
南
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

認
知
症
の
相
談
窓
口
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

第
９
回 

つ
な
ん
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

第９回つなん認知症フォーラム

［日時］平成30年８月11日（土・祝）
　　　 午後0時30分開場、午後1時00分開演

［場所］津南町文化センター
［内容］映画「ケアニン～あなたでよかった～」上映
　　　介護事業所からの報告
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「
地
域
医
療
連
携
室
」と
は

地
域
医
療
連
携
室
　
鳴
海
　
ま
り
子

津
南
病
院
に
も
「
地
域
医
療
連
携
室
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
度
、
２
階
か
ら
４
階
に
移
動
し
３
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。「
地
域
医
療
連

携
室
」は
、他
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、介
護
サ
ー

ビ
ス
機
関
と
関
わ
り
を
持
つ
部
署
で
す
。
患
者
様

が
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
医

療
機
関
と
の
連
絡
窓
口
と
な
り
介
護
相
談
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
機
関
の
連
絡
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
体
調
を
崩
し
入
院
し
た
場
合
、

①
入
院
前
の
状
況
収
集
を
し
ま
す
。

②
退
院
に
向
け
て
の
問
題
点
、
目
標
を
院
内
で
相

談
し
ま
す
。

③
退
院
に
向
け
必
要
時
、
本
人
・
家
族
に
介
護
指

導
を
行
い
ま
す
。

④
必
要
時
、
退
院
前
に
本
人
・
家
族
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
と
会
議
し
情
報
を

共
有
し
、
退
院
後
も
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心
配
や
困
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
楽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔5月〕
28日～29日	 全国町村議会議長・副議長
	 	 研修会（東京）
	 31日	 平成30年第３回臨時会

〔6月〕
	 5日	 全員協議会
	 5日	 総文福祉常任委員会
	 5日	 産業建設常任委員会
	 6日	 県町村議会議長会平成30年度
	 	 第１回臨時総会（議長）
	 7日	 秋山郷国道整備促進期成同盟会
	 	 総会（議長・産建委員長）

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 4800日 板場キヨ（辰ノ口）
 2100日 志賀春信（船山）
 1500日 久保田ナツ（小下里）
 1300日 板場喜恵子（辰ノ口）
 1100日 涌井和子（割野）
 900日 若井早百合（穴山）
 300日 板場基（割野）
 200日 小林真紀子（足滝）、小林美久（船山）
 100日 福原一ヰ（外丸）、小林惠津子（足滝）

主な運動：水中運動、健骨体操、ウォーキング、ジョギング、
　　　　  ロコチャレ 他

健康体力づくり100日運動
	 8日	 県内視察研修（産業建設常任委員会）
	 10日	 町消防演習
	 12日	 県内視察研修（総文福祉常任委員会）

＜今後予定されている行事＞
〔7月〕
	 1日	 地域おこしカラオケの集い
	 	（総文福祉常任委員長）
	 6日	 一般質問〆切日（午後3時）
	 10日	 議会運営委員会・全員協議会
	 18日	 平成30年第２回定例会

年
金
事
務
所
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

手
続
き
や
相
談
も
あ
り
ま
す
。
六
日

町
年
金
事
務
所
ま
で
行
く
の
が
大
変

な
場
合
は
、
役
場
や
ク
ロ
ス
テ
ン
で

定
期
的
に
開
設
さ
れ
る
年
金
相
談
で

も
手
続
き
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
先
着
順
の
予
約
制
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
六
日
町
年
金
事
務
所
に
直

接
相
談
に
行
く
場
合
も
事
前
の
ご
予

約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
津
南
町
役
場

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
予
約
先
】

　

税
務
町
民
課 

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
ク
ロ
ス
テ
ン
（
十
日
町
市
本
町
６
） 

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
予
約
先
】　

六
日
町
年
金
事
務
所

 　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２ 

■
六
日
町
年
金
事
務
所
（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

【
予
約
先
】　

受
付
専
用
電
話

 　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０ 

※
受
付
時
間
延
長
や
土
曜
に
開
庁
す

る
日
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

役
場
に
は
国
民
年
金
の
窓
口
が
あ

り
ま
す
が
、
厚
生
年
金
の
請
求
な
ど
、

　

20
歳
に
な
る
前
の
障
害
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
受
給
権
者
は
、
所
得
状

況
届
（
現
況
届
）
を
提
出
し
な
い
と

年
金
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

７
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
所
得
状
況
届
に
同
封
の
記

入
要
領
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
記
入

し
、
７
月
31
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

現
況
届
と
は
受
給
権
者
が
毎
年
７

月
に
、
本
人
の
生
存
・
所
得
、
お
よ

び
加
算
額
対
象
の
子
の
生
存
、
生
計

維
持
な
ど
の
現
況
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
受
給
権
者
に

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
、

年
金
を
支
給
す
る
か
支
給
停
止
に
す

る
か
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

年
金
相
談
の
ご
案
内

所
得
状
況
届
を
忘
れ

ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
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農
業
者
年
金
受
給
者
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　

５
月
末
頃
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
現
況
届
の
用
紙
が
農
業
者
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
送

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、津
南
町
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
が
提
出
す
る
現
況
届
に
は
右
の
よ
う
な
質
問
が
あ
り

ま
す
。す
べ
て
の
質
問
に
回
答
し
な
い
と
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。回
答
に
１
つ
で
も「
は
い
」が
あ
れ

ば
支
給
停
止
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

　

記
入
に
際
し
不
明
な
場

合
は
、農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会

　

事
務
局

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３

● 

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

● 

経
営
移
譲
年
金（
特
例
付
加
年
金
）を
受
給
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ※１について、後継者の農業の手伝いなどは「いいえ」と

なります。

農
業
委
員
会
の

窓

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

第
４
回
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　
　
　

水
泳
発
表
会
＆
記
録
会
開
催

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

夏
が
近
づ
く
と
『
プ
ー
ル
で
の
運
動
』
は
最

高
に
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
水

に
身
を
任
せ
歩
く
も
よ
し
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ

て
泳
ぐ
も
よ
し
。
程
よ
い
疲
れ
が
疲
労
回
復
に

繋
が
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
毎
年
恒
例
と
な

り
ま
し
た
Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル 

「
第
４

回
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

水
泳
発
表
会
＆
記
録
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

暑
い
日
も
寒
い
日
も
休
ま
ず
頑
張
っ
て
き
た
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

す
。
毎
年
、
園
児
の
皆
さ
ん
か
ら
中
学
生
、
成

人
の
か
た
ま
で
沢
山
の
か
た
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。『
挑
戦
す
る
姿
』
は
見
て
い
る
周

り
の
人
も
巻
き
込
み
、
元
気
と
勇
気
、
そ
し
て

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
も
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

７
月
14
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分 

～
３
時
30
分
（
予
定
）

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

25
M
プ
ー
ル

■
対　

象　

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
生

■
内　

容　

水
泳
発
表
会
、
水
泳
記
録
会

■
料　

金　

一
種
目
目　

3
0
0
円

　
　
　
　
　

二
種
目
目　

2
0
0
円

　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
観
戦
、
応
援
は
入
場
無

料
で
す
。

■
申
込
方
法　

対
象
者
に
配
布
さ
れ
る
申
込
書

に
記
入
の
う
え
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
７
／
６
締
切
）

■
そ
の
他

・
開
催
時
間
中
は
プ
ー
ル
を
貸
切
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
進
行
状
況
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
駐
車
場
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
乗
り
合
わ
せ

等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

阿
部
家
は
、多
雪
地
帯
特
有
の
中
門
造
り
の

萱
葺
き
民
家
で
、長
野
県
宝（
指
定
文
化
財
）に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
も
家
主
が
住
ま
わ

れ
て
お
り
、希
望
に
よ
り
見
学
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
住
宅
は
母
屋
が
Ｌ
字
型
で
突
き
出
し
た

中
門
に
馬
屋
と
便
所
、先
端
に
主
要
出
入
口
を

設
け
て
い
る
点
が
間
取
り
上
の
特
色
で
す
。日

本
海
側
の
多
雪
地
に
発
達
し
た
民
家
形
式
で
、

長
野
県
下
で
は
栄
村
を
中
心
に
分
布
し
ま
す
。

　

阿
部
家
は
そ
の
様
式
か
ら
1
7
5
0
～

1
7
7
0
年
頃
に
か
け
て
造
ら
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
、こ
の
地
域
で
最
も
古
い
時
期
に
属
し

ま
す
。
内

部
に
は
太

い
柱
が
数

本
立
っ
て

い
て
重
い

積
雪
に
耐

え
る
工
夫

が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
物
流
に
お
い
て
、船
が
果
た
す

役
割
は
大
き
な
も
の
で
し
た
が
、千
曲
川
・
信
濃

川
は
小
滝
の
四
ツ
廻
り
な
ど
船
の
難
所
も
多

く
、通
船
の
計
画
は
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
ん
な
中
、文
政
11
年（
1
8
2
8
）、

善
光
寺
町
に
住
む
小
野
厚
連
に
よ
っ
て
掘
削
工

事
が
開
始
さ
れ
10
年
後
に
は
西
大
滝
か
ら
岨
滝

地
先
に
あ
る
割
野
新
田
ま
で
の
荷
船
乗
船
見
分

が
行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

弘
化
４
年（
1
8
4
7
）の
善
光
寺
地
震
で
千

曲
川
は
川
筋
が
変
わ
り
、堀
割
は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
が
、復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、千
曲

川
・
信
濃
川
で
の
通
船
は
続
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
で
も
四
ツ
廻
り
の
河
原
で
は
、岩
盤
に

つ
い
た
船
を
押
す
た
め
の
足
掛
け
穴
痕
や
楔
痕

の
あ
る
大
き
な
岩
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、魚

沼
層
群
内
の
凝
灰
円
礫
岩
層
が
掘
り
窪
め
ら
れ

た
運
河
状
の
堀
割
を
確
認
で
き
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
53

阿
部
家（
長
野
県
宝
）

ジ
オ
サ
イ
ト
№
54

小
滝
四
ツ
廻
り
の
運
河
跡

大切に住みつがれる阿部家

運河の跡

　新潟市や長岡市の大雪に比べ、例年より小雪だった津
南町。早い雪消えで、春作業も取り掛かりが早く、田畑の
仕付けも終わったころでしょうか。
　春の楽しみの山菜も、ふきのとう、こごみから始まり、
木の芽、うど、ぜんまい、わらび、竹の子、その他いろいろ
ありますが、比較的時期を長くいただけるわらびが、わ
が家はみんな好きです。みそ汁はもちろん、あく抜きを
したものを塩こんぶと刻みしょうがで和えて食べると、
これまたおいしいんです。
　この塩こんぶ、これからの時期も大活躍です。
　キャベツや生のピーマンと和えて、一晩置いてしんな
りしたら出来上がり。細かく刻んだきゅうりとナスに混
ぜてもいいです。秋になると、漬け菜のたまり漬けにも
欠かせません。
　みなさんもいろいろな野菜で試してみてください。

万能 !　塩こんぶレシピ

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　桑原　幸枝（貝坂）
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※7月23日以降の体験は、「なじょもん　がむしゃら塾」チラシでご確認ください。　※友の会の皆さんは半額です。

7 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰ 13:30～15:30 笹団子づくり　※要予約 800 低学年以上

7日㈯ 13:30～15:30 火おこしと弓矢づくり 500 低学年以上

8日㈰ 9:00～11:00 身近な薬草 300 低学年以上

14日㈯ 9:00～11:00 水辺の生物観察会　※要予約 300 低学年以上

15日㈰ 10:00～12:00 陶芸　親子で小皿づくり　※お一人での参加は、中学年以上 800 6才以上

16日㈪ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1000 中学年以上

21日㈯
13:30～15:30 草木染め 500 低学年以上

16:00～17:00 カラムシの刈り取り 無料 高学年以上

22日㈰
9:00～11:00 カラムシのおかき 300 高学年以上

13:30～15:30 ナワシロイチゴのジャムづくり 500 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

●夏季企画展
　「苗場山麓植物民俗事典を読み解く」
　会　期／ 7月14日㈯～ 8月19日㈰
　『苗場山麓植物民俗事典』を読み解き、苗場山

麓ジオパークエリアの植物と人との関わり、ま

た川の生物の最新の調査成果を展示します。

●「津南学講座」開催のお知らせ
　日　時／ 6月30日㈯　13：30 ～ 15：00
　題　目／「苗場山麓植物民俗事典を読み解く
　　　　　　－ブナ・ナラ・トチノキを中心に－」
　講　師／中沢　英正 氏（新潟県環境自然保護員）

●竪穴住居茅葺き替え体験
　なじょもんでは、毎年秋に刈り取ったカヤをすぐり、竪穴住居の屋根の葺き

替えを行っています。地域の古老から技術を教わり、体験してみませんか？

　開催日／ 6月中旬～ 7月下旬の平日（※要予約）
　体験料／無料　　対　象／ 10才以上

●芝生広場へ行こう！
　芝生広場に、ハンモックと絵本カートが設置され

ました。木のベンチやハンモックで風を感じながら、

のんびり過ごしませんか？

　ぜひご利用ください。

●刊行図書のお知らせ
　津南町文化財調査報告書第68輯『諏訪前東A遺跡』 2,000円
　津南町文化財調査報告書第73輯『本ノ木遺跡 卯ノ木南遺跡 家の上遺跡』 2,000円
　津南町文化財調査報告書第74輯『上原E遺跡』 2,000円
　津南学叢書第32輯『座談会 60年目の本ノ木遺跡－記録集－』 1,000円
　津南学叢書第33輯『津南町の仏像・神像』 1,000円
　なじょもんでお買い求めいただけます。

■人口9,775（−13）　男4,731（−5）　女5,044（−8）

■世帯数3,558（−11）　■転入／ 18　■転出／ 20　■出生／７　■死亡／ 18　■婚姻／５６月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　

５
月
、
６
月
と
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

や
出
来
事
づ
く
し
！

ま
た
選
挙
が
あ
っ
た

り
と
バ
タ
バ
タ
な

日
々
で
し
た
。
ま
ち

か
ど
ス
ケ
ッ
チ
で
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、

太
鼓
芸
能
集
団
鼓
童

の
講
演
を
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。
私
は
和
太
鼓
好

き
で
、
体
に
響
く
あ

の
音
や
太
鼓
を
叩
く

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
！

 

船
木 

康
平

『苗場山麓植物
　　  民俗事典』

芝生広場のハンモック

小島　宏
こう

輝
き

（子種） 翔吾さん
 郁子さん

中沢　咲
さ

希
き

（上段） 基幸さん
 美菜子さん

藤ノ木志
し

乃
の

（中深見） 大輔さん
 まきさん

本山　未
み

遥
はる

（反里） 暁仁さん
 宏美さん

涌井　永
えい

士
じ

（大割野） 潤一さん
 早紀さん

小林　陽
ひ

菜
な

（陣場下） 和貴さん
 麻衣さん

涌井みさをさん	 （95歳・岡）

大口萬里子さん	 （79歳・米原）

大倉　正雄さん	 （90歳・小下里）

山田　義男さん	 （87歳・船山新田）

河田　　道さん	 （95歳・亀岡）

中澤　元一さん	 （84歳・船山）

根津　フヂさん	 （97歳・大割野）

中島　一正さん	 （88歳・大割野）

富澤マサエさん	 （93歳・船山）

知桐　ユリさん	 （86歳・辰ノ口）

佐藤ヨキエさん	 （95歳・船山）

福 　タツさん	 （99歳・外丸）

島田マサエさん	 （92歳・宮野原）

大口　政勝さん	 （87歳・米原）

門脇　和実さん（上段）
山本　聖子さん（上段） ｝
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

狭
山
市
で
の
茶
摘
み
体
験
で

選
ば
れ
た
か
た
の
み
が
着
ら
れ
る
茶
娘
衣
装
。

ま
る
で
現
地
の
か
た
か
と
思
う
く
ら
い
お
似

合
い
だ
っ
た
参
加
者
を
パ
シ
ャ
リ
。


